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	令和6年度 近畿大学大学院 商学研究科 博士後期課程
	一般入学試験問題〔専門科目〕
	2024.2.17（土）実施
	下記の問題に答えなさい。
	【問題】
	直接原価計算と全部原価計算を対比しながら、直接原価計算が持つ企業経営上の意義について述べよ。
	（解答欄）
	【出題意図】
	直接原価計算と全部原価計算の正確な知識が解答に必要であり、まずこれを問うことが主題意図である。また、「直接原価計算が持つ企業経営上の意義」については、解答者が想定する「企業経営」の文脈において、解答者が直接原価計算およびそれが生み出す情報どのように理解しているかを問い、解答の論理的一貫性を問うことがその意図である。「直接原価計算が持つ企業経営上の意義」については、直接原価計算と全部原価計算を単なる計算方法と理解している限り解答できない。

